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編　集　後　記

和光市へ移転して，はじめての年末を迎える時期となりました．今年は組織の再編成，移転作業の後遺症など，

本紙の編集作業は著しく遅滞致しました。事務局の担当者と致しまして，読者の方々に，特にご投稿を頂いた

方々には大変ご迷惑をおかけ致しました。深くお詫びを申し上げます。

平成14年4月以降，3つの機関からなる合成組織は様々な新しい規則，規程作成，その運用体制などを定め，

動いてまいりました。まだまだ慣らし運転状態で，一般道路での動きが円滑とはいえません。可能な限り事故な

く，次第にフルパワーが発揮できる組織となることを祈る日々です。

2003年は組織の足下が定まっていく時期になろうと存じます。本誌も保健医療分野の特異な雑誌のひとつとし

て，読者の需要と期待に応えうる特集を企画させて頂きたいと存じます。新たなテーマ，掘り起こすべきテーマ

のご提案，さらにご投稿を心よりお待ち致します。

（磯野威）
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